
フライブルクにおける自転車
交通によるまちづくり

１９８９年に歩行者、自転車、公共交通機関利用者に優
先権を与える総合交通計画が決まった。その１０年後に
は、自転車のまちづくりとして世界に知れ渡った。その
時と現在の違いを見極めようと調査を行った。その結果

を報告する。

交通からまちづくりを考える会前橋 白石 勤



１ よくある街の姿

四十年前の姿、こうなって商店が衰退 最近の姿

危険な街が始まり、歩行者が邪魔になった 歩行者を中心とすることにより、安心できる街に戻った



１.今のフライブルクはどうなっているのか。

• 住民にとって住みよいまちとして、大気汚染をきっかけ

に環境に配慮したまちづくりが、大きく都市を発展させ

た。

• 人口密度が上がり、賃貸の家賃がドイツで第2位。新た

な開発区域が次々に誕生できる住み易さ。（域内は歩き

か自転車、都心部へはLRT）

• 都心中心部では、歩行・車いすが中心、自転車は押して

通行、交差点の信号も無くなった。（ただし、自己責任)

• 自転車で始まったまちづくりが、自転車→バス→LRTに

繋がり、格安で便利な交通体系が出来上がった。

（新たな賑わいの右回りのスパイラルとなっている）

• フライブルクは、人口減少の時代の中、人口が増加する

突出したまちである。

• まちなかの賑わいは、人口減少の街にも必要な姿。
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